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c"s・・te・tS「財 政 学 研 究 」 創 刊 号(1978年7月)目 次F'…"s・…s

巻 頭 言

研究論文

特 集

フ ィナ ンス につ いて

イ ンフ レー シ ョ ン論 と 公信 用

Jオ コ ンナ ー 『国 家 財 政 の危 機』 を め ぐ っ て

財政危機論の視 角

J.オ コンナーの 著作 によせて

財政危機の一理 論

島 恭 彦

二 宮 厚 美

J. O'Connor  "The Fiscal

を中心 に して

Crisis of the State"

横 尾 邦 夫

オコンナーの資本主義財政分析と 「社会資本」研究

研究動向 財政学の対象と財政史

財政学教科書 第三版の巻頭論文をめぐって

雄

郎

武

↓

谷

藤

中

加

書 評

地域 ・自治体問題研究の 一断 想

仙田左千夫 『イギリス公債制度発達史論』

国家独占資本主義の新段階

池上 惇 「国家独占資本主義論争』によせて

戦後日本の石油資源開発投資と政府出資法人の役割りに関する

池 上 惇

田 中 重 博

舟 場 正 富

私の研究
一考案

森 岡 孝 二

サム ソン ・ギ デオ ン

イギ リス公債史研 究の一駒

鈴 木 茂

研究計画の履歴の ことなど

ドイ ツ留学記

夫

―

亘

千左

馨

田

丸

田

仙

福

芦

若 手 会 員 研 究 紹 介

翻 訳R.ヒ ル ファデ ィング

「共和 国 におけ る社会民主主 義の任 務」〔1)

1927年5月 キール党大会 にお ける演説 一一… 小 淵 港 北 村 裕 明

佐 木々 雅 幸 陶 山 計 介

c'Seghi・SCN・S「財 政 学 研 究 」 第2号(1979年6月)目 次;"e・XSte

追 悼 ・渡 辺 敬 司 会 員

特

渡辺敬司君をおもう

渡辺敬司さんの死を悼む

集 社会民主主義財政思想の批判的検討
一1920年 代を中心にして 一

財政危機と多面的社会改良構想

本

島

宮

彦

―

恭

憲

ドイツ社会 民主主義の行財政改革論 をめ ぐって

オ ース トロ ・マル クス主義 と ウィー ンの財政改革

合衆国におけ る社会民主主 義 と都市財政の改革主体

研究論文 財政危機と国家破産論

清 水 修 二

小 淵 港

佐々木 雅 幸

池 上 惇

仁 連 孝 昭

池 上 惇

一 国家破産論研究の現代的意義
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研究動向

書 評

現代的労働力価値の理論についての覚書

日本 財政学会第35回 大会を め ぐって

W. G.  Towl  er,  " Socialism in Local Government  "

和田重司 「アダム ・ス ミスの 政治経 済学」

研 究 ノー ト リチ ャー ド ・プ ラ イス の 減 債 基 金 論

資本の過剰蓄積について

大分県における公共事業の特徴と今後の動向

私 の研 究 ベ ッ トタウ ン日誌

「国の予算」のは しが き

ハ ンガ リー留学記

神 谷 明

舟 場 正 富

清 水 修 二

北 村 裕 明

仙 田 左千夫

淵 上 勇次郎

奥 田 宏 司

児 玉 豊 武

島 恭 彦

加 藤 一 郎

古 河 幹 夫

若手会員研究紹介

翻 訳 R.ヒ ル フ ァデ イング

「共和国 にお ける社会民主主 義の任 務」(2}

ChLSXLS'LS「財 政 学 研 究 」 第3号(1980年3月)目 次c'LS'・s"LS

巻 頭 言 財政研究のための今日の課題

特 集 財政危機と国家財産(1)

特集 にあた って―最近の研究動 向 と古 興研究 一

加 藤 睦 夫

財政危機論における租税国家と公務労働

アダム ・ス ミスの国家破産 論

国家破産理論 史上 にお ける トマス ・ペイ ン

国家破産と財政社会学

研究論文 公共選択理論と新社会秩序形成の試み

研究動向

書 評

研究ノート

文献抄録

翻 訳

兵器調達過程の一側面

国 際財政学会(IIPF)第35回 大 会 に出席 して

藤田武 夫 『現代 日本 地方 財政史(上 巻)・(中 巻)』 を読んで

は じめに警 察(学)あ りき

ナサニエル ・グール ドの減 債基金論

財政 学に関す る外 国雑誌文 献抄録(1978年)

R。 ヒルフ ァデ ィング 「共和 国におけ る社会 民主主 義の任務 」

池 上 惇

芦 田 亘

中 谷 武 雄

北 村 裕 明

佐々木 雅 幸

林 弥 富

三 浦 一 郎

坂 本 忠 次

田 中 重 博

島 恭 彦

仙 田 左千夫

一1927年5月 キ ー ル 大会 に お け る演 説 一(3・ 完)

c'・swrSs「 財 政 学 研 究 」 第4号(1980年le月)目 次c・s・S'LS

巻 頭 言 財政学と政治学

特 集

大内兵衛先生を偲んで

一 大内財政学を中心として 一

財政危機と国家破産(2)

新自由主義的な国家破産理論の源流

武 田 隆 夫

島 恭 彦

芦 田 亘

一 シュ ンペーターの財政危機論の現代 的な再評価 一

キ ャピタル ・レヴ ィ論争 と国家破産

E.ヴ ァルガの財政危機 論

清 水 修 二

小 淵 港
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研究論文 都市社会資本と費用負担 仁 連 孝 昭
一 大阪市水道事業の 歴史か ら 一

財政政策と現代景気循環

一 わが国1965年 恐慌分 析 一

合衆 国20年 代 にお ける財 務長官 メロ ンの減税 政策

淵 上 勇次郎

研究動向

書

現代 イギ リス経済 と地方財政(1}

一 研究動 向を中心 と して 一

評 島 恭彦 ・池上 惇 編 『財政民主主義の理論と思想』

典

惇

正国

上

紀

池

宮本憲一 著 『都市経済論』

 J.  Carney,  R. Huds  on

RegienstnCrisis

and  J. Lewis  (eds.),

山 崎 怜

舟 場 正 富

青 木 郁 夫 ・松 岡 俊 二

文献抄録 財政学に関する外国雑誌論文抄録(1979年)

若手会員研究紹介

一 「財政学 研究 」第5号(1981年7月)目 次一

巻 頭 言

研究論文

特

歴史研究の難しさ

査察官制度と社会改良

一 近代的公務労働の形成 ・続 一

集 公共経済学の理論 と実践 一 批判的検討一

公共経済学の財政理論

社会統合と新自由主義

夫

司

武

修

田

沢

藤

小

池 上 惇 ・二 宮 厚 実

J.M.ブ キ ャナ ンの 公 債 論

Propositlon13の 評 価 を め ぐ って

一 「小さな政府 」と納税者民主主義の検討 のため に 一

Proposition13と 連 邦 一州行財政関係の変化

林 弥 富

紀 国 正 典

加 藤 一 郎

青 木 郁 夫

一 連邦歳出入及び連邦補助金を中心に一

研 究 動 向 現代 イギ リス経済 と地方 財政(2}

書

日本 財政学会 第37回 大会 をめ ぐって

評 坂井昭夫著 『公共経済学批判』

伊ケ崎暁生 ・三輪定宜著 『教育費と教育財政』

私の研究 『財政学概論』のころ

池 上 惇

鶴 田 廣 己

関 恒 義

重 森 暁

島 恭 彦

文献 抄 録 財政学 に関す る外 国雑誌論文抄録(1979-1980年)

若手会員研究紹介

9'LSNLS・」 「財 政 学 研 究 」 第6号(1982年5月)目 次c・・s"・s・」

巻 頭 言

特 集

予算を見る眼

日本 財 政 論 の 課 題

インタビュー 日本財政論 の課題

安 藤 良 雄

島 恭 彦

一 私の研 究をふ りか えって 一

「実質増税率」試算 の一方式

財政危機と財政投融資

受益者負担の歴史的検討

夫

茂

夫

邦

満

尾

木

野

横

鈴

関
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研究論文 アメリカにおける老齢保険制度の成立

救農土木事業の生成と展開

人

弘

正

知

本

田

井

岡

一 時局匡救事 業 と農村 開発(1)一

研究動向 国際財政学会のこと

書 評

日本 財政学会第38回 大会 をめ ぐって

 Polztzcal 

edited by

 Prinston

Opposition and 

K.  Steiner  ,  E.

 U.  P.  , 1981.

Local Politics 

 S.  Krauss S.

宮本 憲一 『現代資本主義 と国家』

ア メ リカ南 部経済研 究の一紹介

故 土肥秀一 会 員

 in  Japan-•-• 

 C.  F  1  anagan

佐 藤 進

小 淵 港

舟 場 正 富

資 料

追 悼

弔 辞

典

身

正

修

国

沢

紀

富

宮 本 憲 一

文献抄録 財政学に関する外国雑誌論文抄録(1980年)

css'ss'Ss「 財 政 学 研 究 」 第 ア号(1983年6月)目 次Ct・・LSiN」

巻 頭 言 財政学,地 方財政の対象と領域

特 集

『島 恭 彦著作 集』刊行 にあた って

一 私小説風の感慨 一

日本財政論の課題(2>

次

一

健

憲

岡

本

吉

宮

社会資本と地域をめぐる論点と戦後臼本財政分析

研究論文

研究動向

書

翻

評

税制改革と法人課税のあり方

保育所財政 にお ける 「選択 と負担」の論理

建設国債に っいての論争

第39回 日本財政学会 にょせて

ベ トナム経 済の現状 と問題点

重森 暁 著 『地域 と労働の経済理論』

森岡孝二 著 『現代資本主義分折 と独 占理論』

ペ ーター ・タール編者,芦 田 亘 ・津波古充文訳

『ス ミス経済学の歴史 一 経済的 自由主 義の系譜』

訳J.ウ ィル チ ン スキ ー

「社 会 主 義 財 政 政 策 ・コ ン トロ ール 」

文献抄録

若手会員研究紹介

財政学 に関す る外国雑 誌論文抄録(1980～82年)

郎

己

宏

波

生

惇

彦

夫

雄

一
廣

風

秀

武

康

武

藤

田

田

野

上

母

藤

谷

加

鶴

武

張

小

池

保

後

中

Cxs・s・s「 財 政 学 研 究 」 第8号(ig83年10月)目 次c・s・s'・・s

巻 頭 言

特

恭彦著 『東洋社会論』の位相

集G.D.H.Goleの 再 評 価

財政学を学んで

島

な ぜ,い ま,G.D.H.Coleな の か?

衛

二

徳

誠

田

堀

柴

今

ウ ェ ッ ブ 夫 妻 とG.D.H.コ ー ル

池 上 惇

清 水 修 二
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研究論文

コ ール の協同組合論 的 場 信 樹
一 社会主義 への過渡期 における協同組合論 の課題 一

ソ連 邦にお ける 「都市 問題」 の特 質 水 田 明 男

一 社会主義経済 システムにお ける「都市 問題」発生 のメカニズム ー

研究動向

随 想

書 評

日本 財政法学会 の設立 につ いて

「経済 学50年 」

StephenMerrett,StatehousingtnBrttain

馬洪著 張風波訳 「中国経済発展の新戦略』

久

彦

哉

波

弘

恭

一

風

野

原

北

島

藤

張

Jean-Paul Brunet, Un demi-siècle d'action municipale 

à Saint-Denis la Rouge 1890-1939

北 島 健 一 ・西 山 賢 一

若手会員研究紹介

文献抄録 財政学に関する外国雑誌論文抄論(1982年)

島著作集刊行記念基金(仮 称)の 発足と運用の基本方針

c-LS-SSLS「財 政 学 研 究 」 第9号(1984年7月)目 次CSs・s'・SNLS

巻 頭 言 「官治的自治」を考える

特 集 官僚制の現代的諸問題

「革命 と官僚機構 にっいての対話」

岩 元 和 秋

「情報化」収会 にお ける官僚 制

島 恭 彦

池 上 惇

一 官僚制研究の現代的課題 一

科学技術と官僚制

我国原子力官僚機構の展開過程

医療産業の成長と保健医療官僚機構の変化

研究論文 国債発行による経済成長の促進作用とその限界

日中戦争期 にお ける大蔵省預金部(1)

地域経済の不均等発展にっいて

新 岡 智

岡 田 知 弘

青 木 郁 夫

張 風 波

西 村 貢

八 木 正

研 究 ノー ト 現 代 イ タ リア ・リー ジ ョナ リズ ムの

研究動向

書 評

成立過程に関する覚書

日本財政学会第40回大会

社会計画化論と《企業の論理》克服の道

Stephancy Griffith-Johnes  The Role of Finance in

  the Transition to Socialism, London, 1981   

Man Cawson,  Corporatism and Welfare  : Social

二

暁

史

俊

博

岡

森

田

松

重

林

Policy and State Intervention in Britain,  1982.—

古 河 幹 夫

文献抄録 財政学に関する外国雑誌論文抄録

武 田 宏

一1982
,83年 一

9'・s"LS'LS「財 政 学 研 究 」第10号(1985年5月)目 次F'vs・s・・s

巻 頭 言 「財政学方法論争」の回顧

特 集 現代行財政の転換と公共性
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編 集 後 記

1978年夏に創刊号を世に送 り出して以来,よ うや く第10号 の出版に漕ぎつけました。財政的には

まだまだ苦 しい状況ですが,10号 発刊の実績を踏まえ,書 き手のはばも,じ ょじょに広が りつつあ

ります。これか らも本誌が,財 政学研究活性化 の―端 を担い得る雑誌として,一 層内容豊かなもの

になるよう,編 集努力を積み重ねる所存です。

これまで御援助いただきました多くの方々に深 く感謝するとともに,今 後とも変わらぬ御支援,

忌禅のない御批判 をお寄せいただきますよう,よ ろしくお願いいたします。

(S)
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